


























































































































                                                   













































3 DMは、正式名称を“Jesus is Lord Believers: Disciples of the Divine Mercy”という。
総メンバー約 2 万人を誇るカピス州最大のカリスマ刷新運動である。DM の歴史、組織構
成、活動内容、またカトリック教会や呪医との緊張関係について詳細は、（東 2011）を参
照のこと。 











































考えられる（サリバン 1993: 237-300）。 
6 私が参加した DM の黙想会について、毎回公式発表される全参加者数は 2 千人前後、新
加入者数は目測で 2百人から 3百人程度であった。参加者は、カピス州内外の各支部から、























らない。異言の後、DM の活動に対しての寄付金が募られ、深夜 0 時ごろには初日の活動
が終了し就寝時間となる。メンバーはそれぞれの支部の小屋に戻り、新加入者は黙想会場



























































識を失いガクッと倒れこんでしまった」（2002年 12月 10日のフィールドノートより） 
 











































































































































本稿は、2008年 5月 31日に日本文化人類学会第 42回研究大会（分科会「メタモルフォ
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